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11 月 7 日、朝礼時に九州電力㈱玄海原子力発電所 安全品質保証第一統括室の森山室長から

訓話を頂きました。

【訓話要旨】
今年は、いろいろなところで「まさか」と言うべき大きな災害が起きた。こうして振り返ると、

企業活動で直面する「まさか」の災害は、案外、頻繁に起こるものであると受け止めざるを得ない。

どれだけいい仕事をしても、一度災害が起きると、それまでの成果と努力が台無しになってしまう。

我々も、対岸の火事の様に受け止めるわけにはいかない。

これらを踏まえ、皆さんに以下の 3 点をお願いしたい。

◦品質の高い仕事をすること。 

◦ 工事引渡しまで、火災・漏電・水漏れ等が発生しない様に現場管理を徹底すること。 

◦ わずかな気づきでも大切にし、自分の現場で災害発生の懸念が生じたら遠慮なく声を上げ、

災害の未然防止に努めること。

西日本プラント工業㈱が高い品質で工事を実施することは重要だが、高い品質で

実施した工事を高い品質のまま契約先に引き渡すことも重要である。

そのためには、自分の仕事の成果は自分で守るというつもりで現場の管理を徹底

し、九州電力㈱と西日本プラント工業㈱で協力して、「まさか」の災害に備えてい

ただきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご安全に！

森山室長の訓話を受け、品質管理徹底の重要性を再認識し、品質トラブルの未然防

止に努めていくことを所員一同で誓いました。

12 月 17 日、九電グループが保有する㈱ジェイ・リライツの株式を野村興産㈱に譲渡する契約調印式を執り行いました。

まず、江口経営本部長からこれまでの経過報告があり、続いて㈱キャピタル・キューデン、当社、野村興産㈱の順で、

各社長による契約書への署名が行われました。

譲渡者を代表し、平田社長は、「㈱ジェイ・リライツは、蛍光管

リサイクルを通じた循環型社会の構築に寄与するという目的で

スタートしたものである。今後は、野村興産さまにより、さらに

高いレベルを目指していただきたい」と述べ、野村興産㈱藤原社長

からは、「これまで㈱ジェイ・リライツが築き上げた信頼と実績を

損なうことがないよう、更なる発展を目指し、期待に応えていき

たい」と力強い言葉をいただきました。

今回の株式譲渡によって、㈱ジェイ・リライツは九電グループ

を離れることになりますが、廃蛍光管・乾電池のリサイクル業務

は継続されますので、引き続きよろしくお願いいたします。

今月の慶弔欄
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（敬称略）主主 要人事異動
発令日 発　令　事　項 氏　名 前　　職

2019.12.  1 玄海原子力第一事業所 技師長 小野　昭好 玄海原子力第二事業所 技師長
川内安全性向上対策工事所 技師長 三笘　文弘 川内安全性向上対策工事所長
川内安全性向上対策工事所長 藤好　信明 玄海原子力第二事業所 次長
玄海原子力第二事業所 次長 千綿　　聡 原子力部 品証グループ長
玄海原子力第二事業所 次長 熊谷　文生 玄海原子力第二事業所 原子炉第一グループ長
玄海原子力第二事業所 サブリーダー 福田　文弘 玄海原子力第二事業所 次長
玄海原子力第一事業所 機械グループ長 井本　武久 玄海原子力第一事業所 廃止措置グループ長
原子力部 品証グループ長 都留　康之 原子力部 サブリーダー
玄海原子力第一事業所
機械グループ チームリーダー 新宮　清司 玄海原子力第一事業所

原子炉グループ チームリーダー
玄海原子力第二事業所 サブリーダー 村上　和彦 原子力営業部 サブリーダー

研修所 サブリーダー 藤原　一彦 玄海原子力第二事業所
原子炉第二グループ チームリーダー

原子力部 サブリーダー 伊東　和久 玄海原子力第二事業所 汽機グループ長
玄海原子力第二事業所
原子炉第一グループ長 野田　鉄也 玄海原子力第一事業所

原子炉グループ長
玄海原子力第二事業所 汽機グループ長 手嶌　将俊 玄海原子力第一事業所 汽機グループ長
プラント建設部
玄海安全性向上対策三菱工事プロジェクトリーダー 野口　和利 プラント建設部

産業プラント直轄工事プロジェクトリーダー
玄海原子力第二事業所
原子炉第二グループ チームリーダー 上津原久嘉 玄海原子力第一事業所

原子炉グループ チームリーダー
玄海原子力第一事業所
電気グループ チームリーダー 中原洋一郎 玄海原子力第一事業所

制御グループ チームリーダー
玄海原子力第一事業所
機械グループ チームリーダー 髙田　和義 玄海原子力第一事業所

汽機グループ チームリーダー
玄海原子力第二事業所 サブリーダー 木佐貫　努 原子力部 サブリーダー

発令日 発　令　事　項 氏　名 前　　職
2019.12.  1 玄海原子力第一事業所 主査 林田美智夫 原子力部 主査

プラント建設部
玄海安全性向上対策三菱工事プロジェクト 主査 岩石　信秀 玄海原子力第二事業所 主査

玄海原子力第一事業所 電気グループ チームリーダー 池浦　　秀 玄海原子力第一事業所 制御グループ チームリーダー
玄海原子力第二事業所
構内環境整備対応プロジェクト チームリーダー 姉川　　睦 玄海原子力第二事業所 サブリーダー

玄海原子力第二事業所 汽機グループ チームリーダー 松本　　直 玄海原子力第一事業所 サブリーダー
原子力部 サブリーダー 笠村　　仁 玄海原子力第一事業所 サブリーダー

原子力部 サブリーダー 川畑　　寛 玄海原子力第二事業所
構内環境整備対応プロジェクト チームリーダー

新大分事業所 主査 渡邉　祐一 新大分事業所 技師
プラント建設部
玄海安全性向上対策三菱工事プロジェクト 主査 野崎　一美 プラント建設部 主査

産業プラント直轄工事プロジェクトリーダー 兼務 松本　誠志 プラント建設部 機械グループ長

制御グループ長を解く 中尾　孝弘 玄海原子力第一事業所
制御グループ長 兼 電気グループ長

2019.12.15 玄海原子力第二事業所 次長 江島　　武 玄海原子力第二事業所 制御第二グループ長
大牟田事業所 総括グループ長 河野賢一郎 大分事業所 総括グループ長
原子力部 サブリーダー 安部　基之 玄海原子力第二事業所 次長
玄海原子力第二事業所
制御第二グループ長 中原洋一郎 玄海原子力第一事業所

電気グループ チームリーダー
プラント建設部 サブリーダー 野添　正光 大牟田事業所 総括グループ長
玄海原子力第二事業所 主査 松本　直之 玄海原子力第一事業所 主査
大分事業所 総括グループ長 甫立　直人 大分事業所 サブリーダー
玄海原子力第二事業所 主査 宮𥔎　正俊 玄海原子力第一事業所 主査

11 月 12 日、朝礼時に九州電力㈱川内原子力発電所 安全品質保証統括室の本田副室長から訓

話を頂きました。

【訓話要旨】
皆様の仕事に係る品質への要求は年々厳しくなることはあっても緩和されることはない。また、

来年度からは新しい検査制度が導入されることが決っている。増々厳しくなっていく仕事環境で

あるが、今後も適切な品質管理で仕事を滞りなく進めていくために、皆さん一人ひとりが「リー

ダーシップ」を発揮していただきたい。

「リーダーシップ」とは、「常に、もう少しよりよくできるはず」という意識を持って仲間の行動、

価値観、信念に働きかけていく行動である。例えば、

◦ 現場で何か迷いながら作業している仲間を見かけたら、立ち止まり声を掛ける。

◦ 作業が終了した後には、チームとして持ち込んだ工具類が全て揃っているか、自ら率先して確認する。

◦ 他のチームで、より効率的で能率の上がる業務のやり方をしていないか、常にアンテナを張って、いいやり方をチームの

仲間と情報共有して取り入れてみる。

など、その意識を持って取り組んでいけば、何かの機会に行動に表れていく。

一人ひとりできることは違うが、常に意識していればどこかの場面でそれが行動に現れ、結果として誰かが助かる、自分もチーム

も助かる、という偶然が発生し、如何なる検査に対しても、しなやかに乗り越えていける力が生まれると期待している。

ご安全に！

今後も品質保証活動に取り組んでいくとともに、発電所の安定・安全・安心運転に貢献することを所員一同で誓いました。

11 月 12 日、朝礼時に九州電力㈱玄海原子力発電所 安全品質保証第二統括室の高田副室長から

訓話を頂きました。

【訓話要旨】
日々の仕事は皆さんの意識次第で「やる仕事」にも「やらされる仕事」にもなる。

自ら目的・意義を考えれば「やる仕事」になるが、上司・委託元からの指示を受けてただやる

だけでは「やらされる仕事」になってしまう。

「やる仕事」と「やらされる仕事」では、達成感、楽しさはもちろん、ミスや見落としの出方

も大きく違うため、「やる仕事」としての意識が重要である。

管理職の皆さんにおいても、部下に仕事を指示する際にその仕事の目的・意義を一言添えるよ

うにし、指示された側の「やらされ感」を少しでもなくせるよう、心掛けていただきたい。

本日の業務、そしてこれからの業務において、目的・意義を明確にし、自ら「やる仕事」として取り組んでほしい。

ご安全に！

高田副室長の訓話を受け、目的・意義を自ら考え日々の業務に取り組む重要性を改めて認識し、品質向上に努めていくことを

所員一同誓い合いました。

▲ ｢現場の管理を徹底し、災害の未然防止
に努めてほしい」と述べる森山室長

▲ 「各自がリーダーシップを発揮してほしい」
と訓話をする本田副室長

▲ ｢目的や意義を明確にし、仕事に取り
組んでほしい」と述べる高田副室長

川内原子力事業所

玄海原子力第二事業所

玄海原子力第一事業所

▲ 訓示に聴き入る所員及び協力会社社員一同

お詫び
社内報 12 月号内容に誤表記
がありました。
ここに訂正してお詫び申し上げ
ます。

■ 2Ｐ「安全表彰」の写真説明
（誤）表彰を受ける川内事業所の

岡野所長
（正）表彰を受ける松浦事業所の

瀬口所長

編 集 後 記編 集 後 記
新年あけましておめでとうございます。
皆さまにはご家族ともども、健やかに

新春を迎えられたことと、お慶び申し
上げます。

今年も社内報では、各所の話題をタイ
ムリーにお伝えしていきます。皆さまが
読みたくなる広報誌を目指し、スタッフ
一同、一所懸命、「誠実」に誌面を制作
いたします。
「社内報 NPC NeWS」をどうぞご愛読

ください。よろしくお願いいたします。
（社内報スタッフ一同）

11
月
5
日　
〈
川
内
原
子
力
事
業
所
〉

●
平
石
裕
亮
さ
ん

次
女　

和
花（
の
ど
か
）ち
ゃ
ん

11
月
7
日　
〈
苓
北
事
業
所
〉

　　

●
稲
吉
佑
太
朗
さ
ん

長
男　

莉
久（
り
く
）ち
ゃ
ん

11
月
12
日　
〈
川
内
原
子
力
事
業
所
〉

●
明
星
圭
恭
さ
ん

長
男　

晴
大（
は
る
と
）ち
ゃ
ん

11
月
13
日　
〈
玄
海
原
子
力
第
一
事
業
所
〉

●
石
田
好
生
さ
ん

長
女　

菜
桜（
な
お
）ち
ゃ
ん

11
月
26
日　
〈
玄
海
原
子
力
第
二
事
業
所
〉

　　

●
今
村　

貢
さ
ん

長
男　

太
珂（
た
い
が
）ち
ゃ
ん

㈱ジェイ・リライツの株式譲渡契約調印式

▲左から㈱キャピタル・キューデン 長
おさ

社長、野村興産㈱ 藤原社長、当社 平田社長

経営企画部


